
発行所／愛媛県町村会・愛媛県町村議会議長会
　　　　〒790-0001 松山市一番町4丁目1番地2
　　　　ＴＥＬ  089-941-7598（代表）
　　　　ＦＡＸ  089-945-1318

町会報 ２０２５

１
Vol.190

　島おこしの一環として、島民とその友人が声をあげ始まった漫画の壁画アート。現在で
は30点以上の名作が描かれ、「漫画の島」として知名度も上がり、観光目的の来島者も増
加しています。令和７年４月には民間による「漫画学校」の開校が予定されており、令和
６年10月12日には、これまで食事を提供する店が無かった高井神島で初めての飲食店を、

移住して来られたご夫婦により食事処「まんが亭」をオープンしました。上島町高井神島には、たくさんの壁画アートや壁画
になったイラストを展示する「漫画神社」がありますので、ぜひ足を運んでみてください。また、魚島地区では魚島小中学校
存続のため令和５年度から魚島さざなみ留学を行なっています。来年度は第３期生となる９名の子ども達が留学予定です。

　上島町
人口11人の「漫画の島」
魚島（高井神）の取り組み
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第
２
回
臨
時
総
会
並
び
に

第
3
回
全
員
連
絡
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会　

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
1
月
8
日（
水
）

午
後
3
時
30
分
か
ら
愛
媛
県
自
治
会
館
で

「
第
2
回
臨
時
総
会
」
並
び
に
「
第
3
回
全

員
連
絡
会
」
を
開
催
し
た
。

　

⑵　

令
和
7
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
6
年
度
災
害
共
済
・
保
険
事

業
加
入
推
進
運
動
及
び
全
国
町
村
職

員
生
活
協
同
組
合
共
済
事
業
加
入
推

進
運
動
に
つ
い
て

　

⑷　

日
本
弁
護
士
連
合
会
か
ら
の
意
見

書
に
つ
い
て

　
　

以
上
に
つ
い
て
本
会
事
務
局
よ
り
内

容
を
説
明
し
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑸　

次
回
全
員
連
絡
会
に
つ
い
て

　
　
　

次
回
の
全
員
連
絡
会
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
日
程
調
整
の
う
え
、
正
副

会
長
に
一
任
す
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
9
町
長
が
出
席
し
た
。

【
第
2
回
臨
時
総
会
】

₁　

開　

会

₂　

会
長
挨
拶

�

　

河
野
会
長
（
久
万
高
原
町
長
）

₃　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

₄　

議　

事

　
　

議
案
第
1
号　

理
事
の
補
欠
選
任
に

つ
い
て

　
　

現
在
の
理
事
が
1
名
欠
員
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
理
事
の
補
欠
選
任
を

行
い
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
　

理　

事　

上
村　

俊
之（
上
島
町
長
）

　
　

な
お
、
任
期
は
令
和
7
年
1
月
8
日

か
ら
同
年
6
月
5
日
ま
で
の
残
任
期
間
。

【
第
3
回
全
員
連
絡
会
】

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
臨
時
総
会
終
了
後
、

午
後
4
時
か
ら
引
き
続
き
、「
令
和
6
年
度

第
3
回
全
員
連
絡
会
」
を
開
催
し
た
。

₁　

開　

会

₂　

会
長
挨
拶

�

　

河
野
会
長
（
久
万
高
原
町
長
）

₃　

議
長
選
出

₄　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

₅　

協
議
事
項

　
　

ふ
る
さ
と
財
団
の
取
組
に
つ
い
て　

　

一
般
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団

�

事
務
局
長　

牛
島　

授
公　

氏

　
　

W
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム（
Z
o
o
m
）

に
よ
り
、
牛
島
氏
か
ら
説
明
が
あ
り
、

　

一
同
了
承
し
た
。

₆　

報
告
事
項

　
　

日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合
（
自

治
労
連
）
愛
媛
県
本
部
及
び
全
日
本
自

治
団
体
労
働
組
合
（
自
治
労
）
愛
媛
県

本
部
か
ら
の
要
請
に
つ
い
て		

　
　

本
会
事
務
局
よ
り
報
告
し
、
一
同
了

承
し
た
。

₇　

そ
の
他

　

⑴　

第
78
回
定
期
総
会
の
開
催
に
つ
い

て

▶
臨
時
総
会

◀
全
員
連
絡
会
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全
国
町
村
会
は
、
1
月
23
日（
木
）全
国

町
村
会
館
で
「
一
般
財
団
法
人
全
国
自
治

協
会
評
議
員
会
・
全
国
町
村
会
理
事
会
・

都
道
府
県
町
村
会
長
会
・
全
国
町
村
職
員

生
活
協
同
組
合
総
代
会
」
を
開
催
。
本
県

か
ら
河
野
会
長
及
び
事
務
局
長
が
出
席
し

た
。

◆
一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
評
議
員

会
1　

開
会
あ
い
さ
つ

2　

議
長
の
互
選

3　

議
事
録
署
名
人
の
選
出

4　

報　

告

　

⑴　

令
和
7
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

に
つ
い
て

5　

そ
の
他

◆
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府
県
町
村

会
長
会

1　

開
会
あ
い
さ
つ

2　

政
策
説
明

　
「
地
方
行
財
政
の
課
題
に
つ
い
て
」

　
　

総
務
省　

総
務
審
議
官

　
　
　
　
　
　
　

原　
　
　

邦　

彰　

氏

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
評
議
員
会

全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府
県
町
村
会
長
会

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
総
代
会

を
開
催

全
国
町
村
会

　
「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準

化
基
本
方
針
の
改
定
に
つ
い
て
」

　
　

デ
ジ
タ
ル
庁
審
議
官

　
　
　
　
　
　
　

三　

橋　

一　

彦　

氏

　
　

総
務
省
自
治
行
政
局
住
民
制
度
課

　
　

デ
ジ
タ
ル
基
盤
推
進
室
長

　
　
　
　
　
　
　

名　

越　

一　

郎　

氏

3　

議
事
録
署
名
人
の
選
任

4　

議　

事

　

⑴　

令
和
7
年
度
予
算
・
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

　

⑵　

地
方
税
共
同
機
構
代
表
者
会
議
委

員
の
選
定
に
つ
い
て

　
　

澤
端
総
務
部
長
、坂
中
保
険
部
長
、小

野
寺
財
政
部
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
異

議
・
質
疑
い
ず
れ
も
な
く
一
同
了
承
し

た
。

5　

報　

告

　

⑴　

自
治
功
労
者
表
彰
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
7
年
4
月
～
6
月
会
議
予
定

に
つ
い
て

　

⑶　

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
7
年
度
政
府
予
算
に
つ
い
て

　

⑸　

会
務
報
告
（
令
和
6
年
1
月
～
同

年
12
月
）
に
つ
い
て

　

⑹　

そ
の
他

　
　

棚
野
全
国
町
村
会
副
会
長
（
北
海
道

町
村
会
長
）
か
ら
報
告
し
、
一
同
了
承

し
た
。

◆
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
総
代
会

1　

開　

会

2　

議
事
録
署
名
人
の
選
出

3　

議
案
審
議

　

⑴　

令
和
7
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
収

支
予
算
（
案
）
等
に
つ
い
て

　

⑵　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
自

動
車
共
済
臨
時
費
用
等
に
つ
い
て

（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て

　

⑶　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
火

災
共
済
事
業
規
約
の
一
部
改
正
等

（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て

　

⑷　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
監

査
規
則
の
一
部
改
正
（
案
）
の
承
認

に
つ
い
て

　

⑸　

そ
の
他

　
　

飯
田
生
協
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、

異
議
・
質
疑
い
ず
れ
も
な
く
一
同
了
承

し
た
。

近年は自然災害が増加し、毎年多くの避難指示等が発令されますが、発令の約9割以上が災害救助法の
適用にいたっていません。未適用となった場合、住民の避難のために発生した費用は、すべて自治体の財源で賄
わなければなりません。その財政負担を軽減するのが 「災害対策費用保険制度」 です。
保険料は普通交付税措置がされておりますので、想定外の自然災害に備え、ぜひ本制度をご活用ください。

支払件数 318件
支払保険金 213,665,752円
支払保険金平均 671,905円

●令和5年度支払実績

災害救助法の適用を受けた災害は対象外ですが、
令和6年度より同法第2条第2項のみの適用を受
けた災害は一部の費用を除き補償対象となります。

●避難所の設置費用や職員の
時間外勤務手当が対象

●補償内容の詳細、
加入のお問い合わせは
愛媛県町村会まで。
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全
国
監
査
委
員
協
議
会
定
期
総
会

　

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
の
「
第
34

回
定
期
総
会
」
が
、
1
月
17
日（
金
）、「
全

国
町
村
議
員
会
館
・
大
会
議
室
」
で
開
催

さ
れ
、
関
係
県
の
会
長
、
事
務
局
長
ら
約

60
名
が
出
席
。
本
県
か
ら
赤
穂
会
長
（
内

子
町
代
表
監
査
委
員
）
及
び
事
務
局
長
が

出
席
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
総
務
省
自
治
行
政
局

行
政
課
長
の
植
田
昌
也
氏
か
ら
「
地
方
自

治
行
政
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
講
演

監査機能の強化に関する要望

　全ての地方公共団体が自ら責任ある監査を実施するため、監査の
独立性・専門性を更に強化する必要がある。
　よって、下記事項の実現を強く要望する。

記
₁　監査委員事務局の整備
　　町村の監査委員事務局を必置制とし、事務局体制を整備するこ
と。
₂　監査委員費に係る財政措置の充実
　　監査委員報酬や監査委員事務局に係る費用など町村の監査委
員費について、財政措置を充実強化すること。
₃　監査委員の独立性の確保
　　監査を受ける者から独立して監査機能を発揮できるよう、監査
委員の選任方法は議会による選挙とすること。
　　　令和₇年１月17日
	 全国町村監査委員協議会　
	 第 34 回 定 期 総 会　

が
あ
り
、
こ
れ
を
聴
講
し
た
。

　

続
い
て
総
会
が
開
催
さ
れ
佐
々
木
副
会

長
（
北
海
道
中
富
良
野
町
）
の
司
会
で
進

行
し
、
水
上
会
長
（
富
山
県
立
山
町
）
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
西
谷
副
会
長
（
徳
島
県

勝
浦
町
）
を
議
長
に
選
出
し
、
次
の
と
お

り
進
め
ら
れ
た
。

日
程
第
1　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

日
程
第
2　

報
告
第
1
号
「
加
入
団
体
の

異
動
」
に
つ
い
て
会
長
か
ら
報
告
が
あ

っ
た
。

日
程
第
3　

報
告
第
2
号「
役
員
の
異
動
」

に
つ
い
て
会
長
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

日
程
第
4　

議
案
第
1
号
「
令
和
5
年
度

収
支
決
算
」
に
つ
い
て
山
口
監
事
（
宮

崎
県
国
富
町
）
が
監
査
結
果
を
報
告
し
、

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

日
程
第
5　

議
案
第
2
号
「
令
和
7
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
」
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
決
定
。

日
程
第
6　

議
案
第
3
号
「
監
査
機
能
の

強
化
に
関
す
る
要
望
」を
水
越
理
事（
山

梨
県
道
志
村
）
か
ら
提
案
を
し
、
満
場

一
致
で
決
定
。

日
程
第
7　

議
案
第
4
号
「
町
村
監
査
体

制
の
充
実
強
化
に
関
す
る
決
議
」
最
所

町村監査体制の充実強化に関する決議

　我々町村監査委員は、厳しい町村財政の中、行政に対する住民の
信頼を確保し、透明性のあるものとしていくため、日々研鑚を積み
努力を重ねている。
　しかしながら、町村における監査体制は脆弱であり、その課せら
れた義務と責任を十分に果たすには厳しい現状にある。
　このため、監査に関する研修、事務局体制の整備及び監査委員費
の確保など監査体制の充実強化が緊急の課題である。
　本日、ここに「全国町村監査委員協議会第34回定期総会」を開催
し、町村監査委員相互の緊密な連携の下、決意を新たに、下記事項
の早期実現に向け、組織を挙げて邁進することを表明する。

記
₁　監査機能の充実と監査体制を強化するため、監査委員事務局職
員を確保し、事務局体制を整備する。
₂　監査の充実を期するため、必要な監査委員費を確保し、監査委
員の職務にふさわしい報酬とする。
₃　全国の町村監査委員の声を結集するため、未加入団体の全国協
議会への早期加入を促進する。
　　以上、決議する。
　　　令和₇年１月17日
	 全国町村監査委員協議会　
	 第 34 回 定 期 総 会　

理
事
（
佐
賀
県
み
や
き
町
）
か
ら
提
案

し
、
満
場
一
致
で
決
定
。

日
程
第
8　

協
議
第
1
号
「
実
行
運
動
方

法
（
案
）」
に
つ
い
て
山
根
理
事
（
広
島

県
北
広
島
町
）
か
ら
提
案
し
、
満
場
一

致
で
決
定
。

日
程
第
9　

選
任
第
1
号「
役
員
の
選
任
」

に
つ
い
て
最
所
理
事
（
佐
賀
県
み
や
き

町
）
か
ら
提
案
し
、
満
場
一
致
で
決
定

し
、
新
会
長
に
、
新
名
会
長
（
香
川
県

ま
ん
の
う
町
）
の
ほ
か
、
新
役
員
8
名

が
選
任
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
幹
事
会
終
了
後
に
各
県
会
長
及

び
事
務
局
長
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ

た
。
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愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
1
月
30

日（
木
）か
ら
31
日（
金
）に
か
け
て
愛
媛
県

自
治
会
館
で
「
令
和
6
年
度
町
議
会
事
務

局
長
会
議
並
び
に
職
員
研
修
会
」
を
開
催

し
た
。

　

こ
れ
は
、
①
議
会
運
営
上
の
疑
義
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
、
②
会
議
規
則
や
条

例
に
基
づ
き
、
議
会
運
営
が
さ
れ
て
い
る

が
、
町
ご
と
に
先
例
や
申
し
合
わ
せ
が
あ

り
、
一
様
で
は
な
い
こ
と
か
ら
他
町

の
運
営
と
比
較
検
討
し
て
み
る
こ
と

は
重
要
、
な
ど
を
目
的
に
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
。

令
和
６
年
度
市
町
職
員
研
修
会
を
開
催

�

1
月
21
日
　
愛
媛
県
人
権
協
会

　

講
師
は
全
国
町
村
議
会
議
長
会
議
事
調

査
部
参
与
の
平
野
誠
氏
で
、
各
町
議
会
事

　

愛
媛
県
人
権
協
会
主
催
に
よ
る
、「
令
和

6
年
度
市
町
職
員
研
修
会
」
が
1
月
21
日

（
火
）愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
で
開
催
さ
れ
、

県
内
市
町
の
管
理
職
員
ら
26
名
が
出
席
し

た
。

　

講
師
に
、
社
会
保
険
労
務
士
法
人
ひ
な

そ
よ
代
表
社
労
士
の
鈴
木
正
幸
氏
を
招
い

た
。

　

講
師
は
、
医
療
機
関
を
ま
わ
る
営
業
職

を
退
職
後
、
福
祉
分
野
に
転
職
し
、
社
会

福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
と
し
て
管
理
者
や

相
談
員
を
歴
任
し
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
・

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
事
業
に
深
く
関
わ
っ

て
お
り
、
社
会
保
険
労
務
士
と
し
て
独
立

し
、
医
療
と
福
祉
事
業
所
に
特
化
し
た
労

務
委
託
を
し
て
、
弁
護
士
会
と
社
会
福
祉

町
議
会
事
務
局
長
会
議
並
び
に
職
員
研
修
会

議
会
運
営
14
事
例
を
研
究

令和６年度町議会事務局長会議並びに職員研修会提出議題
⑴　議員図書室の整備について【内子町】
⑵　町議会議員の名刺作成について【上島町】
⑶　議長及び委員長席について【伊方町】
⑷　初議会運営の効率化について【伊方町】
⑸　議会でのタブレット使用による議員の反応とメリット・デメリッ
トについて【上島町】
⑹　議会に係る手続のオンライン化に対応した会議規則・委員会条例
等の改正について【砥部町】
⑺　議会のインターネット中継の現状と運用方法について【久万高原町】
⑻　議員・委員会委員の派遣について【松前町】
⑼　議決事件の追加について【鬼北町】
⑽　議会業務継続計画の策定状況について【砥部町】
⑾　個人情報が含まれる議案等の取扱いにいついて【愛南町】
⑿　議員の公文書開示請求に対する対応について【愛南町】
⒀　秘密会の会議録の公文書開示請求に対する対応について【愛南町】
⒁　議会広報（議会だより）発行について【松野町】

 講師　全国町村議会議長会
　　 　参与　平野　誠 氏

講師　鈴木正幸 氏

士
会
が
共
同
設
置
し
て
い
る
愛
媛
県
虐
待

対
応
専
門
職
チ
ー
ム
運
営
委
員
、
愛
媛
県

の
権
利
擁
護
に
精
通
し
た
社
労
士
と
し
て

職
員
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、「
令
和
時
代
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
な
い
職
場
づ
く
り
に
す
る
た
め
に
、
事

例
を
交
え
て
の
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

務
局
か
ら
15
名
が
参
加
し
た
。

　

研
修
初
日
は
、
県
下
町
議
会
事
務
局
か

ら
提
出
さ
れ
た
次
の
14
題
に
つ
い
て
の
検

討
と
意
見
交
換
を
行
い
、
活
発
な
発
言
が

続
い
た
。

　

研
修
2
日
目
は
、「
改
選
後
の
初
議
会
の

運
営
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
、
平
野
参
与

の
講
演
を
聴
講
し
た
。



　令和₇年₁月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 190 号　（6）　

１
月
の
会
と
催
し

▽
6
日
＝
2
0
2
5
年
年
賀
交
歓
会

▽
8
日
＝
愛
媛
県
水
道
協
会
第
2
回
正
副

会
長
会
、
愛
媛
県
町
村
会
第
2
回
臨
時

総
会
、
愛
媛
県
町
村
会
第
3
回
全
員
連

絡
会

▽
9
日
＝
公
益
法
人
の
運
営
組
織
及
び
事

業
活
動
の
状
況
に
関
す
る
立
入
検
査
、

愛
媛
県
人
権
対
策
協
議
会
2
0
2
5
年

年
賀
交
歓
会

▽
15
日
＝（
一
財
）市
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
連
合
会
連
絡
会
議
、

第
76
回
全
国
植
樹
祭
愛
媛
県
実
行
委
員

会
第
4
回
総
会

▽
16
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
事
務
局
長
会
議
、
全
国
町
村
監
査
委

員
協
議
会
幹
事
会

▽
17
日
＝
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第

34
回
定
期
総
会

▽
21
日
＝
愛
媛
県
人
権
協
会
令
和
6
年
度

市
町
職
員
研
修
会

▽
23
日
＝（
一
財
）全
国
自
治
協
会
評
議
員

会
、
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府
県

町
村
会
長
会
・
全
国
町
村
職
員
生
活
協

同
組
合
臨
時
総
代
会
、
都
道
府
県
町
村

会
正
副
会
長
交
流
会

▽
24
日
＝
西
日
本
建
設
業
保
証
㈱
令
和
6

年
度
愛
媛
保
証
事
業
審
議
会
、
全
国
退

職
手
当
組
合
協
議
会
代
表
者
会
議
、
全

国
山
村
振
興
連
盟
支
部
事
務
局
長
会
議

▽
30
日
＝
令
和
6
年
度
町
議
会
事
務
局
長

会
議
並
び
に
職
員
研
修
会（
31
日
ま
で
）

　

 
秒
読
み
段
階
か
も

　

新
年
、
日
本
列
島
は
比
較
的
暖
か
く
穏

や
か
に
三
が
日
が
過
ぎ
た
。
し
か
し
今
年

も
気
候
変
動
が
活
発
な
様
相
に
あ
る
。

　

日
本
の
冬
の
風
景
は
、
何
処
を
額
縁
に

入
れ
て
も
素
晴
ら
し
い
景
色
と
な
る
。
白

雪
を
被
っ
た
山
々
、ち
ら
つ
く
粉
雪
を
載
せ

た
真
っ
赤
な
椿
の
花
、
松
の
木
、
甘
党
で
も

「
雪
見
酒
」
の
気
持
ち
が
分
か
る
よ
う
な
風

情
で
あ
る
。
し
か
し
今
冬
の
積
雪
量
は
連

日
記
録
破
り
で
あ
る
。豪
雪
地
域
の
人
々
に

と
っ
て
は
、こ
の
降
雪
が
日
常
の
生
活
に
厳

し
く
、
清
潔
な
白
雪
も
悪
魔
の
悪
戯
に
等

し
い
。
た
だ
日
本
の
雪
質
は
、
ス
キ
ー
を
楽

し
む
外
国
人
に
極
め
て
評
判
が
良
い
。な
ら

ば
各
ス
キ
ー
場
を
地
域
の
秘
湯
、特
産
物
ら

と
リ
ン
ク
さ
せ
た
観
光
地
と
し
て
、雪
国
の

地
域
経
済
活
性
化
へ
。マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス

に
変
換
さ
せ
る
こ
と
は
自
然
と
の
調
和
も

あ
ろ
う
が
、今
年
の
冬
は
そ
の
流
れ
が
一
層

進
化
願
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

海
外
で
は
気
候
変
動
の
た
め
、
か
つ
て

な
い
速
さ
で
氷
河
が
溶
け
、
永
久
凍
土
は

現
れ
、
地
球
の
危
機
を
訴
え
る
各
国
の
学

者
・
有
識
者
に
対
し
、
地
球
温
暖
化
を
紛

れ
も
無
い
事
実
と
し
て
認
識
す
る
人
、
理

解
し
な
い
人
、
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
る

だ
け
の
人
、
対
策
は
別
件
と
解
釈
す
る
人
、

様
々
で
あ
る
。
今
年
も
「
危
機
対
処
」
の
概

念
が
薄
ら
い
だ
ま
ま
な
の
で
あ
ろ
う
か
…
。

　

米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
火
事
は
、凄
ま
じ

か
っ
た
。
気
候
変
動
に
伴
な
っ
た
偏
西
風

の
流
れ
の
変
化
が
禍
し
た
大
火
だ
そ
う
だ
。

「
地
球
温
暖
化
」
の
現
実
を
深
刻
に
考
え
る

べ
く
「
火
炎
」
で
の
警
告
で
あ
っ
た
か
も
。

　

さ
ら
に
、
未
だ
に
終
り
が
見
え
な
い「
戦

い
の
渦
」
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
地
域
が
、こ

の
現
世
に
在
る
事
も
新
年
の
課
題
で
あ
る
。

か
つ
て
『
人
の
命
は
地
球
よ
り
重
い
』
と

言
っ
た
日
本
の
政
治
家
が
い
た
が
、一
方
的

に
侵
略
し
生
命
を
奪
う
所
業
は
、
偏
西
風

の
流
れ
変
化
ど
こ
ろ
で
は
な
い
怖
さ
と
人

間
の
愚
か
さ
を
表
し
て
い
る
。

　

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領
は
、就
任
初

日
に
地
球
温
暖
化
対
策
「
パ
リ
協
定
」
脱

退
。「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
」
か
ら
の
離
脱
。
議
会
乱
入

事
件
1
5
0
0
人
の
恩
赦
ら
本
領
を
演
出
。

ま
た
『
法
と
秩
序
を
取
り
戻
す
』『
尊
敬
さ

れ
る
国
に
な
る
』、『
常
識
の
革
命
』
な
ど
大

統
領
令
に
署
名
。
今
後
の
動
き
は
…
（
上
・

下
両
院
議
員
の
良
識
存
在
が
あ
る
）
注
視
。

　

さ
て
今
、独
裁
者
と
思
し
き
数
人
が
、国

際
社
会
の
秩
序
を
険
し
く
さ
せ
て
い
る
。今

後
、「
核
」
を
バ
ッ
ク
と
し
て
弱
肉
強
食
を

進
め
る
世
界
に
な
り
果
て
る
な
ら
、そ
の
巻

き
添
え
で
な
く
、
全
世
界
が
本
気
で
怒
り

発
奮
、
結
束
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
時
代

は
そ
の
秒
読
み
段
階
近
く
に
あ
る
か
も
…
。

　

次
に
、
西
日
本
で
の
予
知
出
来
な
い
地

震
で
あ
る
が
、
昨
年
8
月
に
続
く
、
1
月

13
日
の
日
向
灘
地
震
に
驚
か
さ
れ
た
。「
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」、奈
良
か
ら
大
分
に

か
け
て
の
国
内
最
大
の
活
断
層
4
4
4
キ

ロ
の
「
中
央
構
造
線
断
層
帯
」。
今
年
は
何

れ
も
不
気
味
で
あ
る
。
新
年
か
ら
、
地
震

発
生
が
秒
読
み
段
階
に
入
っ
た
か
も
…
。

�

　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
真
実
は
、
そ
れ
が
議
論
の
対
象
と
な
る

と
同
時
に
、
独
断
に
一
変
す
る
。」

�

　
（
チ
ェ
ス
タ
ト
ン　

英
国
の
作
家
）

一

筆
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